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市民病院だより

①

大崎市民病院理念・基本方針

【病院理念】
～市民が安心できる医療の提供～

【基本方針】
市民に適切な医療の提供

地域に貢献する医療の構築
健全経営の確保

切れ目のない医療の提供を目指して～地域の医療機関と繋がる取組～切れ目のない医療の提供を目指して～地域の医療機関と繋がる取組～

※登録医制度とは
当院と地域の医療機関が相互に協力し、地域全体の医療の質向上と充実を図る
ことを目的とした制度です。

▲登録医のつどいの様子 ▲清水認知症センター部長　

▲神波副院長

令和３年１０月２７日大崎市民病院「登録医のつどい」を開催しました。当日は、コロナ禍での開催という
こともあり、オンラインによるリモートも含めて登録医療機関の先生方４７人が参加されました。研修会では
当院医師の神波力也副院長から「コロナ禍で見えてきた地域医療」と清水洋認知症センター部長から「当院認
知症センターの紹介」について講演を行った後、登録医の先生方と一層の連携を深めるため意見を交換し、地
域医療の発展や認知症医療の均てん化のについて理解を深めました。
　当院では、患者さんが住み慣れた地域で切れ目のない支援を受けれるように、地域の医療機関全体で健康管
理から社会復帰までを一貫してサポートする「地域完結型医療」を目指しています。そのため、医師や看護師、
地域医療連携室が中心となり、地域の医療機関の先生等に対し登録医制度（※）を運用し情報発信や研修会、
意見交換などを行い、その一環として登録医のつどいを毎年開催しています。
　今後も、本制度等を活用しつつ、登録医の先生方と連携を図り、地域全体の医療の質向上に努めていきます。
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「
医
療
機
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

臨
床
工
学
技
士
の
仕
事

　

生
命
維
持
管
理
装
置
の
操
作
や
保
守
点
検
な

ど
、
命
を
支
え
る
大
切
な
医
療
機
器
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
の
が
臨
床
工
学
技
士
で
す
。

　

大
崎
市
民
病
院
で
は
、
安
心
で
き
る
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
２
４
時
間
3
6
5
日
体
制
で
の

対
応
や
、
２
年
間
で
全
て
の
業
務
を
経
験
す
る
新

人
教
育
を
な
ど
を
行
い
、
急
性
期
医
療
を
担
う
一

員
と
し
て
日
々
患
者
さ
ん
の
命
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
。

　

当
院
の
臨
床
工
学
部
は
以
下
の
４
部
門
を
配
置

し
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　【
機
器
管
理
部
門
】

　

人
工
呼
吸
器
や
血
液
浄
化
装
置
な
ど
の
医
療
機
器

を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
数
な
ん
と
約
3
3
0
0

台
も
あ
り
ま
す
。

　

機
器
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
日
々
の
点
検
や
修
理
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
機
器
の
消
毒
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。　

　【
手
術
支
援
部
門
】

　

手
術
室
で
は
、
多
種
多
様
な
医
療
機
器
を
同
時
に

複
数
台
も
使
用
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
や
操
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
臓
血
管
外
科
の
手
術
で
使
用
す
る
人
工

心
肺
装
置
の
操
作
な
ど
、
手
術
室
に
入
り
、
医
師
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　【
血
液
浄
化
部
門
】

　

２
７
床
あ
る
透
析
セ
ン
タ
ー
で
の
、
透
析
機
器

の
点
検
や
操
作
を
行
い
ま
す
。
透
析
は
長
時
間
を

要
し
ま
す
が
、
安
全
に
治
療
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。　

　【
循
環
器
部
門
】

　

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
で
検
査
・
治
療
の
際
に
使

用
さ
れ
る
機
器
の
準
備
や
操
作
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
に
て
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
お
り
、
入
院
患

者
や
緊
急
時
の
対
応
に
も
駆
け
つ
け
ま
す
。

　

臨
床
工
学
技
士
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
青
が
ベ
ー
ス

で
両
サ
イ
ド
に
紺
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
！

両サイドに紺の
ラインが入って
ます！

▲機器の動作確認をしている様子

▲心臓血管外科手術の様子

こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
目
印
！

人工呼吸器の動作
確認をしています！
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医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会

福
祉
士
）
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
上
は
ネ

イ
ビ
ー
、
下
は
ベ
ー
ジ
ュ
と
院
内
で
も

珍
し
い
色
合
い
で
す
。
女
性
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
は
襟
や
袖
に
黄
色
の
ラ
イ

ン
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
患
者
さ
ん
及
び
外
来
患
者
さ
ん

の
社
会
的
・
心
理
的
な
問
題
解
決
の
サ

ポ
ー
ト
が
出
来
る
よ
う
に
面
談
や
調
整

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
急
な
入
院
や
病

気
で
不
安
な
事
や
ご
不
明
点
等
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医療ソーシャルワーカー
～私たちにご相談ください！～ 病

院
事
業
職
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
紹
介
し
ま
す

　

薬
剤
部
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
青
が
ベ
ー

ス
の
V
ネ
ッ
ク
が
特
徴
的
で
す
。
胸
元
や

脇
腹
付
近
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
付
い
て
お
り
、
多

機
能
な
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
外
来
や
病
棟
に
配
置
さ
れ
、
薬

を
通
し
て
患
者
さ
ん
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　

院
外
処
方
を
受
け
て
い
る
方
は
、
か
か
り

つ
け
薬
局
と
身
近
な
薬
剤
師
を
作
ら
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
存

在
は
大
事
で
す
。
ま
た
、
過
去
の
服
薬
状
況
を
確
認

す
る
た
め
重
要
と
な
る
お
薬
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
お
薬
の
こ
と
で
お
困
り
の
際
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

薬剤師

医療ソーシャルワーカー

　

放
射
線
部
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
身
グ
レ
ー

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
統
一
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
何
か
所
か
ベ
ル
ト
が

付
い
て
お
り
、
C
T
や
M
R
I
、
血
管

造
影
の
撮
影
時
に
被ひ
ば
く曝
量
を
記
録
す
る

バ
ッ
チ
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
最
小
の

被ひ
ば
く曝
量
で
最
大
の
結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
日
々
撮
影
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

患
撮
影
時
に
不
安
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
遠
慮
せ
ず
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

放射線技師
～画像撮影のプロフェッショナル～

診療放射線技師

　

今
回
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
紹
介
は
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
何
か
お
困
り
の
際

は
、
今
回
紹
介
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
目

印
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

他
に
も
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
た
職
員
が
い
ま
す
の
で
、
来
院
の

際
に
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

男女で襟の形が
違います！ 　

病
院
事
業
で
は
、
様
々
な
職
種
の
職
員
が
市
民

が
安
心
で
き
る
医
療
の
提
供
の
た
め
働
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
っ
た

３
部
門
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

青に黒のライン
が入ってます！

上下グレーで
統一されています！

下は紺色です！

薬剤師～薬の専門家～
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令
和
３
年
１
月
19
日
に
東
北
自
動
車
道
で
発
生
し
た
多
重
事
故
を
教
訓
と
し
、

関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
相
互
の
活
動
内
容
の
把
握
に
よ
り
、
顔
の
見
え
る
関

係
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
10
月
29
日
と
同
年
11
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
N
E
X
C
O
東
日
本

や
大
崎
消
防
本
部
主
催
の
訓
練
に
参
加
し
、
事
故
車
輛
や
模
擬
傷
病
者
を
配
置
す

る
な
ど
当
時
の
事
故
状
況
を
再
現
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
つ
の
訓
練
で
は
、
地
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
下
を
想
定
し
、
事
故
現
場
に
消

防
車
輛
を
使
用
し
た
指
揮
本
部
や
救
護
所
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
傷
病

者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と
応
急
的
な
治
療
の
実
施
、
傷
病
者
の
搬
送
ま
で
の
行
動
や
手

順
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
終
了
後
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
で
関
係
機
関
の
更
な
る
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
訓
練
で
挙
げ
ら
れ
た
課
題

を
持
ち
帰
り
、
災
害
発
生
後
の

初
動
対
応
及
び
ト
リ
ア
ー
ジ
エ

リ
ア
の
設
置
や
外
来
休
診
の
判

断
、
傷
病
者
の
受
入
体
制
の
確

立
な
ど
多
様
化
す
る
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、
院
内
の
災
害
訓

練
に
活
か
し
な
が
ら
地
域
災

害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
当
院
で
は
、
病
院
の
医
療
機
能
や
取
組
み
等
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、広
報
誌
「
市
民
病
院
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
誌
面
づ
く
り
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
方
法
：
下
記
Q
R
コ
ー
ド
を
読

取
り
、専
用
サ
イ
ト
か
ら
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲バック
　ナンバー

▲アンケート

古川中学校の生徒から
心温まるご支援をいただきました

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

多
重
事
故
対
応
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
崎
市
民
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

対
し
て
、
古
川
中
学
校
の
福
祉
委
員
会
か
ら
福
祉
活
動
の
一

環
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
千
羽
鶴
や
募
金
活
動
で

集
め
た
支
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
羽
鶴
は
当
院
１
階
ほ
な
み
モ
ー
ル
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す

の
で
、
来
院
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
支
援
金
は

感
染
対
策
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
ご
支
援
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
安

心
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲寄附受納式の様子

▲訓練の様子


